
■補足資料：猫でも分かる第二種電気工事士～筆記試験編～ 
 
 P30～ ⑩ＲＬＣ直列回路  

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 𝑿𝑳 − 𝑿𝑪 > 𝟎の場合 

ａ．電圧のベクトル 

 

𝑉𝑅＝𝐼 × 𝑅        （＋なので右向き） 

I × j𝑋𝐿＝𝑗𝐼𝑋𝐿＝𝑗𝑉𝐿     （＋ｊなので上向き）  

I × −j𝑋𝐶＝ − 𝑗𝐼𝑋𝐶＝ − 𝑗𝑉𝐶（－ｊなので下向き） 

�̇�＝𝑉𝑅＋𝑗(𝑉𝐿 − 𝑉𝐶)  

（𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0なので𝑉𝐿 − 𝑉𝐶 > 0＋ｊ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．インピーダンスのベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�̇�＝𝑅＋𝑗(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶)    

（𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0なので＋ｊ、実部は＋） 

  𝐼＝̇
�̇�

�̇�
＝

𝑉

𝑅＋𝑗(𝑋𝐿−𝑋𝐶)
＝

𝑉{𝑅−𝑗(𝑋𝐿−𝑋𝐶)}

𝑅2＋(𝑋𝐿−𝑋𝐶)2
  

(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0なので-ｊ、実部は＋） 

 

 

この電流ベクトル

𝐼は̇、インピーダ

ンスベクトル 

�̇�＝𝑅＋𝑗(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶)

の共役複素数 

 R − j(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶)を
𝑉

𝑅2＋(𝑋𝐿−𝑋𝐶)2
倍したものです。 

（向きは同じで長さが異なる） 



 P34～⑪ＲＬＣ並列回路        ｂ．アドミタンスのベクトル 

 

 

 

 

(１) 𝑿𝑳 − 𝑿𝑪 > 𝟎の場合 

ａ．電流のベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 𝐼𝑅＝
𝑉

𝑅
          (＋なので右向き) 

 
𝑉

𝑗𝑋𝐿
＝ − 𝑗

𝑉

𝑋𝐿
＝ − 𝑗𝐼𝐿 （－ｊなので下向き） 

  
𝑉

−𝑗𝑋𝐶
＝𝑗

𝑉

𝑋𝐶
＝𝑗𝐼𝐶    （＋ｊなので上向き） 

 𝐼＝̇𝐼𝑅＋𝑗(𝐼𝐶 − 𝐼𝐿)     |𝐼|̇＝√𝐼𝑅
2＋(𝐼𝐶 − 𝐼𝐿)2 

(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0なので𝐼𝐶 − 𝐼𝐿 > 0＋ｊになります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

−𝑗𝑋𝐶
＝𝑗

1

𝑋𝐶
  （＋ｊなので上向き） 

1

𝑗𝑋𝐿
＝ − 𝑗

1

𝑋𝐿
  （－ｊなので下向き） 

 �̇�＝
1

𝑅
＋𝑗(

1

𝑋𝐶
−

1

𝑋𝐿
) 

(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0なので
1

𝑋𝐶
−

1

𝑋𝐿
> 0+j、実部は＋) 

なので、電流のベクトルとアドミタン 

  スのベクトルの矢印の向きは同じになります。 

 

ｃ．インピーダンスのベクトル 

アドミタンスはインピーダンスの逆数です。 

  Y＝
1

𝑍
  𝑍＝

1

𝑌
 

1

𝑗
が − 𝑗となるので、逆数の場合にｊの符号が反対

（つまり矢印の向きが反対）になります。アドミタ   

ンスとインピーダンスは矢印の向きは反対です。 

アドミタンスベクトルは、 

�̇�＝
1

𝑅
＋𝑗(

1

𝑋𝐶
−

1

𝑋𝐿
) （𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0の場合）なので、 

インピーダンスベクトルは、 

 �̇�＝
1

�̇�
＝

1

1
𝑅＋𝑗(

1
𝑋𝐶

−
1

𝑋𝐿
)
＝

1
𝑅 − 𝑗(

1
𝑋𝐶

−
1

𝑋𝐿
)

(
1
𝑅)

2

＋ (
1

𝑋𝐶
−

1
𝑋𝐿

)
2 

(𝑋𝐿 − 𝑋𝐶 > 0なので
1

𝑋𝐶
−

1

𝑋𝐿
> 0 －ｊ、実部は＋) 

電流ベクトルとインピーダンスベクトルは矢印  

の向きが逆になります。（I＝
𝑉

𝑍
なので） 


